
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

   　 　開催日　　平成２４年　６月１９日（火）　　　　　　　

　    　会　場   　高松サンポート合同庁舎　１３階会議室

   　問い合わせ先
   　　　 高松市サンポート３番３３号    電話　087-851-8061（代表）
　　　　　四国地方整備局入札監視委員会事務局
　　　　　　　　　主任監査官　　　　　三　枝　茂　樹　（内線２１１４）
　　　　　　　　　契約管理官　　　　　今　城　敏　雅　（内線２２２２）
　　　　　　　　　技術開発調整官　　木　村　正　己　 (内線３１２０)

　　審議内容は、四国地方整備局（港湾空港関係は除く）が平成２４年１月から
平成２４年３月までに発注した工事、建設コンサルタント業務等及び役務　・
物品の中から委員が無作為に抽出した６件の入札 ・契約手続に関する事項に
ついて審議を行いました。
　その審議概要は別添のとおりです。

入札監視委員会の審議概要について

平成２４年 ７月 ３日

四 国 地 方 整 備 局

　　四国地方整備局入札監視委員会第一部会は、本年度第１回定例会議を下
記のとおり開催しました。



別添

　　　四国地方整備局　入札監視委員会第一部会第１回定例会議　審議概要

開催日
及び場所

平成２４年６月１９日（火）　高松サンポート合同庁舎　１３階会議室

委員 部 会 長  近藤　光男（徳島大学大学院教授） 敬称略

（部会委員委 員  大西　　均（公認会計士） ［欠席］ 委員は５０音別

５名） 委 員  島　　　　弘（高知工科大学大学院教授） ［欠席］

委 員  白井　一郎（弁護士）

委 員  三野　　靖（香川大学教授）

審議
対象期間

平成２４年１月１日～平成２４年３月３１日契約分

総件数　６件（工事３件、建設コンサルタント業務等２件、役務及び物品１件）　

入札方式               件     名 契約の相手方
契約金額
（千円）

 入札
 者数

落札率
（％）

工   事 一般競争
（政府調達協
定適用対象
工事）

平成２３ー２７年度
鹿野川ダムトンネル洪水吐新設工
事

清水・間特定建
設工事（共）

8,526,000 4 88.99

一般競争
（政府調達協
定適用対象
工事以外）

平成２３ー２４年度
香川管内道路照明設備工事

日本電設工業
（株）

110,250 1 96.44

工事希望型
以外の指名
競争

平成２３ー２４年度
大和橋上部工事

（株）横河ブリッ
ジ

516,600 10 91.60

簡易公募型
競争

平成２３－２４年度
南国安芸道路（５－６工区）道路設
計業務

（株）第一コンサ
ルタンツ

25,200 5 79.13

通常指名競
争

平成２３年度
中筋川ダム管内テレメータ設備外
設計業務

エースコンサル
タンツ（株）

6,562 9 68.83

役　　　務
及び物品

一般競争 池田局大型表示装置製造 三菱電機（株） 13,125 1 95.86

①再度入札における一位不動状況・低入札の発生状況

②指名停止状況

委員からの意見質問、それに対する回答等 別紙のとおり

委員会による意見の具申又は勧告の内容 特になし

備　　考
　

報告事項

審議案件

建設コン
サルタン
ト業務等

　　 ○部会開催にあたり第一部会長に　近藤　光男委員長を選任した。



別紙　　委員からの意見・質問、それに対する回答等

１．抽出案件の審議概要

　他の事例等を参考により良い表現にしたい。

　参加要件を満たす者は何社と考えていたのか。

　技術提案には優先順位が付いており、優先順位
にしたがって５提案までを評価する。５提案に満た
ない場合は、評価を減じている。技術提案書が２枚
になっている場合は、加算点は０となる。

　競争参加可能な業者は何社程度と想定していた
のか。

　同種工事の実績を有する業者は４６社を確認して
いた。

　落札率が各社近接している。そのような工事なの
か。

　一般土木工事においても競争が激しく、落札率は
低くなるとともに、各社の積算の精度が高くなって
いるからと思われる。

　技術提案書の記載方法に関する注意書きにおい
て、「技術提案が５提案を超えた場合は、超えた提
案については評価の対象としない」についての記
述は誤解を招き、削除したらどうか。

　２者しか応募が無かった理由は、何と考えている
のか。また、1者辞退しているが、理由は何と考えて
いるのか。

　本工事は、平成２３年度末の発注であるので、配
置できる技術者がいない者が多かったのではない
か。辞退の理由については確認していない。ただ、
年度末であり、受注している工事が、たまたま工期
延期となり、配置予定の技術者が、配置できなかっ
たために辞退したと考えることもできる。

　参加要件を満たす者は少なくても２３者は確認し
ていた。

（１）一般競争入札（政府調達協定対象工事）

意見・質問 回答

（２）一般競争入札（政府調達協定対象工事以外）

意見・質問 回答

 平成２３ー２７年度
 鹿野川ダムトンネル洪水吐新設工事

　技術提案が５提案を超えた場合、５提案に満たな
い場合、技術提案書が２枚になった場合の取扱
は。

　平成２３－２４年度
  香川管内道路照明設備工事



　２カ年に工事がまたがっているが何故か。

　総価契約単価合意方式とは。

　また、どういう工事に適応するのか。

　平成２３－２４年度
　南国安芸道路（５－６工区）道路設計業務

　成果品の品質向上等もあり、予定技術者につい
ては、技術提案とあわせて再度評価を行っている。

意見・質問 回答

　入札参加者を選定する際に評価を行った項目に
ついては、再度評価する必要がないのではない
か。

　２段階選抜方式が良い制度となるようにして頂き
たい。

　本工事は２段階選抜方式の試行工事とあるが、
本工事が最初なのか。

　一次選抜で１０者を選抜、非選抜者は早めに別案
件に技術者を配置可能となる。また、発注者にとっ
ては、非選抜者の技術提案の審査等について、事
務量が軽減できたと考える。

　全国的に平成２２年度から試行が始まっている。
平成２２年度は全国で７件、平成２３年度は全国で
２１件が試行されており、その内の1件である。

　２段階選抜方式の評価はどのように考えている
のか。

　今後は、トンネル工事等に工種を拡大したいと考
えている。

　２段階選抜における評価が技術者評価と企業評
価であることから、実績のある者しか参入できない
のではないか。

　入札は総価にて行っているが、契約後、個別の単
価を発注者及び受注者にて協議を行い合意を行う
方式である。変更契約等における協議の円滑化に
寄与している。

　現在は、全ての工事は総価契約単価合意方式と
なっている。

（３）工事希望型以外の指名競争入札

意見・質問

　平成２３年度補正予算による発注であり、時期的
に年度末発注となり、翌年度にまたがる工事として
発注を行った。

回答

（４）簡易公募型競争入札（建設コンサルタント業務等）

　試行をしながら、相手方がどうなるのか、極端に
かたよらないのかが、今後の課題となる。

　平成２３－２４年度
  大和橋上部工事

　現時点では、２段階選抜の試行を続けて行きた
い。



　手持業務状況の算出方法は。

　そのとおりである。

　入札価格にバラツキがあるが何故か。

　同位順位の場合はどうするのか。

 池田局大型表示装置製造

　詳細について調査し、別途、報告したい。

　特になし

　特になし

特になし

３．再度入札における一位不動状況（「価格が最低である業者が、当初入札時と同一となる案件」の発
生状況）、低入札の発生状況について

（６）一般競争入札（役務・物品）

意見・質問 回答

　四国電力ダムの状況について大型表示装置に表
示させるように改修しているが、四国電力ダムの
データ受信について協定等はあるのか。

　当該年度の契約額÷過去４年間の平均契約額で
ある。

　手持業務状況が「Ａ」なのは、問題が無いというこ
とか。

意見・質問 回答

　平成２３年度
　中筋川ダム管内テレメータ設備外設計業務

意見・質問 回答

４．指名停止状況について

意見・質問 回答

５．全体について及びまとめ

意見・質問 回答

　標準歩掛かりがないものは、各社に見積もりを依
頼し、参考としているが、この見積もりにおいてバラ
ツキがあったためと思われる。

　総合評価Ａの数が４．５以上の１０社が選定され
ているが、４．５以上とのきまりがあるのか。

　判定順序が決まっており、それに基づき選定して
いる。

（５）通常指名競争入札（建設コンサルタント業務等）

　指名競争契約であり、総合評価Ａの数が上位より
１０社を選定している。




